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株式会社七十七銀行（頭取 小林 英文）では、「７７ＳＤＧｓ支援サービス」を通じて、

取引先の「ＳＤＧｓ宣言書」の策定支援に取り組んでおります。２０２４年９月において

取引先７社がＳＤＧｓ宣言書を策定されましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

当行は、持続可能な社会の実現に向け、地域金融機関として企業のＳＤＧｓへの取組み

を支援してまいります。 
 

記 
 

ＳＤＧｓ宣言実施企業の概要（五十音順） 

注．各企業における宣言書は別紙のとおり。 

企業名 所在地 事業内容 

株式会社えにし 

（代表取締役 清水 和広） 
宮城県気仙沼市切通２１２－２ 

福祉用具貸付 

及び介護業 

（企業概要） 

当社は２０１２年設立以来、福祉用具貸付業から始まり、現在は居宅介護支援事業

及び訪問介護業の展開をしています。気仙沼市を中心に高齢者の生活支援を目的として

事業を展開する当社では、現在、延べ３５０人程度の方にご利用いただいています。 

また最近では、南三陸町にも事業エリアを広げており、介護人材の不足が叫ばれる中で

高齢者と地域をつなぐパイプラインとしての役割を果たしています。 

ＳＤＧｓの取組みとして、返却後の貸付福祉用具のクリーニングおよび当社制定の

安全基準に基づく検査を経た貸付福祉用具の再利用を行っています。利用者の皆様に

衛生的かつ安全に福祉用具を利用していただくとともに再利用を通じた資源の有効利

用を目指しています。 

今後は事業領域の拡大についても検討しながら、引き続き高齢化を中心として地域課題

の解決へ貢献していきます。 

  

ＳＤＧｓ支援サービスにおける「ＳＤＧｓ宣言書」の策定支援について 

News Release 2024年 10月 10日 

七十七グループは持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。 
  もっと、ずっと、地域と共に。 
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企業名 所在地 事業内容 

有限会社大槻ファーム 

（代表取締役 大槻 孝雄） 
宮城県伊具郡丸森町大張大蔵字松ノ塚４８ 農業 

（企業概要） 

当社は、海外産とは違う日本の食文化に合った豚肉を作りたいとの想いから、サシが

入り柔らかく美味しいと評判のブランド豚「しもふりレッド」を雄親とし、エサには 

飼料米を使用した品質の高い豚肉を生産しており、「めぐみ野ポーク」としてみやぎ

生協に年間１７，０００頭出荷しています。 

またその他にも、生まれてから抗菌抗生剤を一切使用しない無薬豚を関東のコープ

デリに年間１，０００頭、しもふりレッドを雄親、雌親とした「伊達の純粋赤豚」を

大手百貨店に年間７００頭出荷しています。全品種の生産過程において、生後3ヵ月 

以降は抗生物質や合成抗菌剤を使用しておらず「安全でおいしい豚肉」を消費者の 

皆様へお届けしています。 

高品質かつ持続可能な農業経営には、豊かな自然環境の維持と従業員が働きやすい

環境づくり、農業経営にご理解いただいている地域への貢献が重要であると考えて 

おり、ＳＤＧｓを通じて取組むとともに企業価値の向上に努めていきます。 

 

企業名 所在地 事業内容 

金山産業株式会社 

（代表取締役 徐 金山） 
宮城県登米市中田町石森字駒牽８９ー１ 廃棄物処理業 

（企業概要） 

当社は、不要になった細かな資源の分別を行うことで環境を保護したいとの思い 

からこの会社を設立し、これまで事業活動を行ってきました。 

設立以来、「環境を大切にする」「お客様の信用を大切にした経営」を経営理念 

とし、常にお客様の立場に立って物事を考え、企業活動を通じて地域や社会の豊かな

生活に貢献してきました。 

今後も、事業活動を通じた地域貢献を行い、地域の皆様やお客様に信用・信頼して

頂ける会社を目指していきます。 

（参 考） 

当社ＨＰ：https://kanayamasangyo.net/ 
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企業名 所在地 事業内容 

光洋精機株式会社 

（代表取締役 齋藤 光太郎） 

東京都品川区大井１丁目２４－２

ミヤタビル６階 
製造業 

（企業概要） 

当社は東京都品川区に本社を構え、山形県長井市に製造拠点を持つ1958年創業の 

製造業者です。1000分の1ミリ単位までの金属の超精密加工を得意とし、機械部品等

の製造を通じて社会の発展に貢献しています。当社では、高品質な精密加工を行う 

べく、社員スキルアップ支援にも取り組んでいるほか、社員の働きやすい職場環境の

整備にも取り組んでいます。 

また、再生可能エネルギーの導入などを通し、温室効果ガスの排出量削減を進める

ことで環境負荷の軽減にも取り組んでいます。 

今後も、さらなる品質の向上と環境への配慮を両立した事業を行うことで、持続可能

な地域社会の実現に貢献していきます。 

（参 考） 

当社ＨＰ： https://koyoseiki.co.jp/ 

 

 

 

 

 

  

https://koyoseiki.co.jp/
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企業名 所在地 事業内容 

株式会社白鑫商事 

（代表取締役 白澤 鍵） 

宮城県刈田郡蔵王町 

宮字南川添７０－１ 

卸売業 

（産業廃棄物収集運搬および 

鉄/非鉄金属スクラップ買取・販売業） 

（企業概要） 

当社は、宮城県刈田郡蔵王町に本社を置く、２０１５年創業の産業廃棄物収集運搬

および鉄・非鉄金属スクラップ買取・販売業者です。刈田郡蔵王町と名取市に拠点を

構え、東北地域を中心に営業活動を展開しています。「限りある資源を再利用可能に

する事によって循環型社会を形成し、地域や社会に貢献出来る、環境に優しい企業」

を基本理念とし、主に鉄・非鉄金属類のリサイクルを通じて、循環型経済の構築およ

び環境負荷軽減に大きく貢献しています。 

今回「７７ＳＤＧｓ支援サービス」を活用したＳＤＧｓ取組状況の「見える化」に

よる課題の洗い出しを行い、ＳＤＧｓへの理解を深めたうえで「ＳＤＧｓ宣言書」の

策定を行いました。 

当社では現在、２０２５年に設立１０期目を迎えるにあたり事業を通じたＳＤＧｓ

への取組強化を図るため、廃プラスチック類の受入・リサイクルを開始し、社会課題

解決へ向けた活動も積極的に行っています。今後も「人と社会に優しい未来を目指し

て」をスローガンに、東北地方の発展と持続可能な社会の実現に貢献していきます。 

（参 考） 

当社ＨＰ：https://shirakin.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

  

https://shirakin.com/
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企業名 所在地 事業内容 

東北エレクトロ通信株式会社 

（代表取締役 菊地 建慶） 
宮城県石巻市あけぼの北１丁目１番地８ 電気工事業 

（企業概要） 

当社は１９９２年に創業以来、地域密着型の電気工事会社として石巻市を中心に、

電気通信工事や消防設備の施工等幅広く工事を手掛けてきました。「暮らしに安心を

与え、頼りになる会社であり続けること」をモットーに、常に新しいことに臆せず 

果敢にチャレンジし、枠に囚われない柔軟なスタイルで事業を展開しています。 

今後も、社会インフラを守る責任を果たすために、地域住民や行政等と連携し迅速

かつ丁寧な施工を取組むとともに、社員が働きやすい環境整備を行い、持続可能な 

社会の実現に貢献します。 

（参 考） 

当社ＨＰ：https://tou-ele.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

  

https://tou-ele.co.jp/
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企業名 所在地 事業内容 

有限会社中村電気工事 

（代表取締役 中村 秀和） 
宮城県伊具郡丸森町大張大蔵字寺前３７ 電気工事業 

（企業概要） 

当社は１９８６年に丸森で創業し、丸森と角田に拠点を構える電気設備工事業者で、

主に木造住宅・アパートの新築にかかる配線工事を行っています。また、エアコン 

工事・照明工事・防犯カメラ工事やアフターメンテナンス等にも幅広く対応しています。

オール電化の建物が増加傾向にある近年において、生活に欠かせない電気に関わる事業

ということで、誇りと責任を持ち事業を行っています。 

情報通信技術の進歩に伴い、求められるサービス水準が高まっていますが、会社 

として社員一人一人が成長を実感できる支援制度を備えることで、当社経営理念である

「真心を込めた職人の技術で暮らしに幸せの光を灯し続ける」ことを実現し、お客様 

から信頼されるサービスを維持しています。 

東日本大震災や、丸森町を襲った令和元年東日本台風による水害など、度重なる災害

を乗り越えた経験を活かし、生活に欠かせない電気の利用を支えることを通じて社会に

貢献していきたいと考えています。 

（参 考） 

当社ＨＰ：https://nakamuradenki.jp/ 

 

 

 

以 上 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） 

2015年9月に、国連に加盟する全ての国が全会一致で採択した国

際目標であり、17のゴールと、169のターゲットから構成されてい

ます。 

七十七グループは2020年7月に「七十七グループのＳＤＧｓ宣言 

～ もっと、ずっと、地域と共に。～」を表明し、ＳＤＧｓに対する

取組みを更に強化するため、2021年10月より「ＳＤＧｓ実践計画」

を策定しております。 

https://nakamuradenki.jp/


取組
カテゴリ

SDGs達成に向けた
重点的な取組テーマ

取組の内容
関連が強い

SDGsゴール

人権

労働
人材育成

職務、役割等に応じた研修を実施しています。
 福祉用具貸付及び居宅・訪問介護支援事業を行

う当社では、従事する業務ごとに必要な知識・
資格要件が詳細に分かれています。会社として
も受験料の支給、資格の取得状況に応じた資格
給の制度を設ける等の取組みを行っています。
また職場内研修の取組みも行っており、上記の
従事業務別の内容を取り扱う研修や管理職に対
する職層別研修を開催しています。

環境 ３Ｒ

利用者が返却した貸付福祉用具について、ク
リーニング・当社制定の安全基準に基づく検
査を経たものは再利用を行っています。
 福祉用具については利用者の費用負担軽減の観

点から貸出の形式を採るパターンが多くあり、
当社では設立以来、当該貸付事業を展開してき
ました。

 その中で、当社では利用者から返却された貸付
福祉用具を再利用する取組みを行っています。
返却後、先ずは状態の確認が行われ、当社制定
の安全基準に基づいて再利用が可能かチェック
を行います。チェックを経て、再利用可能な福
祉用具はクリーニングを行い、次の利用者に貸
し出される、という仕組みとなっています。

製品

サービス

品質・安全性

環境配慮

社会貢献

地域貢献

社会への影響の配慮

地域資源の積極的利用

当社は事業を通じて高齢化が進む気仙沼・南
三陸地域に貢献していくことを目標とし、ま
た、地元企業の皆様とのつながりを大切にし
ながら運営してまいります。
 当社所在地・気仙沼市のみならず、近隣地域で

も高齢化の進行による諸課題が顕在化しており、
介護人材の不足も問題となっています。こうし
た状況の中で当社事業は皆様のお役に立てるも
のと自負しており、気仙沼・南三陸介護サービ
ス法人連絡協議会を通じて管内同業者とも協力
しながら事業に取り組んでいます。

 地元企業の皆様から物品の調達を行うなど、地
元とのつながりを大切にしながら事業運営に取
り組んでいます。

当社はSDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた取組を下記のとおり宣言します。

SDGs宣言書

株式会社えにし
2024年10月10日

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持続可能な開発のために国連が定めた国際目標です。2030年までに
世界において解決すべき17のゴールを定めています。SDGsは、2030年の未来の「あるべき姿」もしくは私たちが直面している社会課題が、
分かりやすく・バランス良く「見える化」されたものであり、企業がその経営や未来の姿を検討する際に役立つツールと言えます。

貧困をなく
そう

飢餓をゼロ
に

全ての人に
健康と福祉
を

質の高い教
育をみんな
に

ジェンダー
平等の実現

安全な水と
トイレを世
界中に

エネルギー
をみんなに
そしてク
リーンに

働きがいも
経済成長も

産業と技術
革新の基盤
をつくろう

人や国の不
平等をなく
そう

住み続けら
れるまちづ
くりを

つくる責任
つかう責任

気候変動に
具体的な対
策を

海の豊かさ
を守ろう

陸の豊かさ
も守ろう

平和と公正
をすべての
人に

パートナー
シップで目
標を達成し
よう



取組
カテゴリ

SDGs達成に向けた
重点的な取組テーマ

取り組みの内容
関連が強い

SDGsゴール

環境
環境配慮CO2削減

廃棄物の削減

持続可能な地球環境に配慮すべく、温室
効果ガスの削減や省エネ活動に取り組ん
でいます。
 １０年以上前から環境にやさしい養豚農営

を実現すべく太陽光発電を導入しています。
今後も養豚施設の屋根に太陽光パネルを追
加していきたいと考えています。

再資源化・適正処理などを通して環境に
配慮しています。
 育成豚から排出されるふん尿の処理装置や

浄化槽を設置することで自社で堆肥を生成
し、地元の米農家へ提供しています。

製品 環境配慮製品

環境への配慮、食の安全性を重視した豚
の育成に取り組んでいます。

 弊社が生成した堆肥を使用して生産された
飼料米を育成豚に与えることで循環型農営
に取組むとともに、生後3ヵ月以降は抗生
物質・合成抗菌剤・駆虫剤を含まない飼料
で飼育しています。

社会貢献

地域貢献

持続可能な地域づくり

地域振興への尽力

社会への環境の配慮

自社事業を通じた社会に貢献する活動や
地域の次世代を担う人材育成を実施して
います。
 学生への講演および食育の実施

 取引先へのセミナー開催

地域と共に持続的な発展をしていくため
に、自治体や地元農家と積極的に連携し
ています。
 地元特産品のエゴマを活用した商品の開発
 丸森町のふるさと納税対象品
 丸森の不動尊公園キャンプ場と提携し、
BBQ用の豚肉として提供。

当社はSDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた取組を下記のとおり宣言します。

SDGs宣言書
有限会社大槻ファーム

2024年10月10日

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持続可能な開発のために国連が定めた国際目標です。2030年までに
世界において解決すべき17のゴールを定めています。SDGsは、2030年の未来の「あるべき姿」もしくは私たちが直面している社会課題が、
分かりやすく・バランス良く「見える化」されたものであり、企業がその経営や未来の姿を検討する際に役立つツールと言えます。
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取組
カテゴリ

SDGs達成に向けた
重点的な取組テーマ

取組の内容
関連が強い

SDGsゴール

製品・

サービス
社会課題解決への貢献

事業活動を通じて、地域の環境問題解決
に貢献します。
 不用品の回収・リサイクルを行い、廃棄

物の削減を目指す。
 環境保護を経営理念とし、事業活動を通

じて地域に貢献する。

環境 CO2の削減

省エネ設備や再生可能エネルギーを活用
し、CO2排出量の削減を目指します。
 社内設備の電力を太陽光にて賄う。
 ハイブリット車を利用し、温室効果ガス

排出量削減を目指す。

環境 ３Rの推進

事業活動を通じて、登米市の廃棄物排出
量の削減を目指します。
 法令に従い適切に廃棄物を買い取り、解

体やリサイクルを行う。
 廃棄物の回収・再利用により、登米市全

体での廃棄物排出量の削減に貢献する。

公正な

事業慣行・

組織体制

事業継続

緊急事態発生時も事業を継続できるよう、
訓練や社員教育を徹底します。
 事業継続力強化計画に則り、事故や災害

等発生時の対応について、社内で共有す
る。

 災害等発生時、迅速な対応ができるよう、
定期的に防災訓練を実施し、社員教育を
継続して行う。

当社はSDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた取組を下記のとおり宣言します。

SDGs宣言書

金山産業株式会社
2024年10月10日

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持続可能な開発のために国連が定めた国際目標です。2030年までに
世界において解決すべき17のゴールを定めています。SDGsは、2030年の未来の「あるべき姿」もしくは私たちが直面している社会課題が、
分かりやすく・バランス良く「見える化」されたものであり、企業がその経営や未来の姿を検討する際に役立つツールと言えます。
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トイレを世
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働きがいも
経済成長も

産業と技術
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をつくろう

人や国の不
平等をなく
そう

住み続けら
れるまちづ
くりを

つくる責任
つかう責任

気候変動に
具体的な対
策を

海の豊かさ
を守ろう

陸の豊かさ
も守ろう

平和と公正
をすべての
人に

パートナー
シップで目
標を達成し
よう



SDGs宣言書

光洋精機株式会社
2024年10月10日

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持続可能な開発のために国連が定めた国際目標です。2030年までに
世界において解決すべき17のゴールを定めています。SDGsは、2030年の未来の「あるべき姿」もしくは私たちが直面している社会課題が、
分かりやすく・バランス良く「見える化」されたものであり、企業がその経営や未来の姿を検討する際に役立つツールと言えます。

貧困をなく
そう

飢餓をゼロ
に

全ての人に
健康と福祉
を

質の高い教
育をみんな
に

ジェンダー
平等の実現

安全な水と
トイレを世
界中に

エネルギー
をみんなに
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産業と技術
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をつくろう
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そう
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れるまちづ
くりを

つくる責任
つかう責任

気候変動に
具体的な対
策を

海の豊かさ
を守ろう

陸の豊かさ
も守ろう

平和と公正
をすべての
人に

パートナー
シップで目
標を達成し
よう

取組
カテゴリ

SDGs達成に向けた
重点的な取組テーマ

取り組みの内容
関連が強い

SDGsゴール

人権・労働

健康経営

メンタルヘルス

差別・ハラスメントの禁止

重要な人的資産である従業員の健康の維
持向上を推進し、活力ある職場づくりに
努めます。
 健康経営優良法人認定を取得しており、

定期的な従業員のストレスチェックを実
施。外部と提携したメンタルヘルス相談
窓口を設置するなど働きやすい職場づく
りに取り組んでいます。

社内における差別・ハラスメント発生を
徹底して排除します。
 ハラスメントについて社内研修の開催等

を通じて、ハラスメント発生の未然防止
に努めます。

環境

CO2排出削減

廃棄物

脱炭素化を推進するとともに、廃棄物の
削減に取り組むことで持続可能な事業活
動を目指します。
 省エネ診断ツールを活用した消費エネル

ギーの削減を行い、再生可能エネルギー
の積極的な活用と合わせて事業の脱炭素
化を推進していきます。

 廃棄物の計画的な削減を進め、有害廃棄
物の削減と厳正な取扱を徹底します。

公正な

事業慣行・

組織体制

法令遵守

情報管理

不正な取引の排除など法令遵守を徹底し、
高いコンプライアンス意識をもって企業
経営に努めます。
 社内研修や通報体制等の整備を通じて、

コンプライアンス違反の防止に取り組ん
でいます。

厳正な情報管理体制により情報資産事故
等の防止に努めます。
 公表しているプライバシーポリシーに基

づき厳正な情報資産取扱を徹底します。

七十七銀行ＳＤＧｓ診断により「プラチナＳＤＧｓ」のランクを取得しました。

当社はSDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた取組を下記のとおり宣言します。



取組
カテゴリ

SDGs達成に向けた
重点的な取組テーマ

取組の内容
関連が強い

SDGsゴール

環境 廃棄物の再利用

常に技術革新を追求し、高品質な再生資源の安定
供給を実現します。

 金属・廃プラスチックの選別・加工技術・洗浄・再資
源化技術を向上させ、リサイクル率の最大化を目指し
ます。

 最新のリサイクル技術や設備を導入し、リサイクル工
程におけるエネルギー消費量、CO2排出量、水使用量
を削減します。再生可能エネルギーの導入を検討し、
事業活動におけるCO2排出量削減を目指します。

 稀少金属（レアメタル）の回収技術を向上させ、資源
の枯渇問題解決に貢献します。

人権・労働 働きがいの創出

従業員が働きがいを感じ、成長できる職場環境を
整備し、多様な人材が活躍できるダイバーシティ
＆インクルージョンを推進します。

 すべての従業員、取引先、お客さまの人権を尊重し、
差別やハラスメントのない職場環境の実現に努めてい
ます。

 各種OJTや資格取得支援制度の拡充を図り、専門知識
を持つ人材を育成し、業務の安全性と効率性を向上さ
せ、従業員が働きがいを感じ、成長できる職場環境を
整備します。

社会貢献・

地域貢献
地域支援

地域社会との共生により、持続可能な社会づくり
に貢献します。

 地域の学校や団体と連携し、環境教育プログラムを実
施し、次世代の環境意識向上に貢献します。

 地域の環境美化活動や資源回収活動に説教的に参加し、
地域社会への貢献を目指します。

 YUKI FOOTBALL ACADEMY（宮城県仙南地域で活動
するサッカークラブ）のスポンサーとして白鑫CUPの
開催等による地域のスポーツ支援を行っています。

当社はSDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた取組を下記のとおり宣言します。

SDGs宣言書

株式会社白鑫商事
2024年10月10日

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持続可能な開発のために国連が定めた国際目標です。2030年までに
世界において解決すべき17のゴールを定めています。SDGsは、2030年の未来の「あるべき姿」もしくは私たちが直面している社会課題が、
分かりやすく・バランス良く「見える化」されたものであり、企業がその経営や未来の姿を検討する際に役立つツールと言えます。
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をすべての
人に

パートナー
シップで目
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よう



取組
カテゴリ

SDGs達成に向けた
重点的な取組テーマ

取組の内容
関連が強い

SDGsゴール

公正な

事業慣行・

組織体制

法令順守

事業継続

社内で法令遵守の考え方を浸透させ、公
正な組織体制を構築しています。
 法令遵守に関する方針やルールについて

社内規定（就業規則）に明文化し、かつ
定例会議や研修時に周知徹底しています。

地域住民・行政と連携した身近な存在、
社会インフラを守る責任を果たすための
体制を整備しております。
 災害の経験を活かして、BCP（事業継続

計画）を策定し、社会インフラとして重
要な電気設備における早期復旧体制を整
備しています。また一緒に働く従業員の
安全を第一に、マニュアル整備のほか、
各種訓練を定期的に行い、万が一の事態
にも対応できるよう日々準備しておりま
す。

製品・

サービス

品質・安全性

環境配慮

社会課題解決への貢献

電気をつなぎ、地域住民の暮らしに安心
を与え、地域で信頼される企業を目指し
ます。
 安心・安全な工事を行い、作業品質の維

持・向上に努めています。また、電力イ
ンフラを守ることを通じて地域の生活を
支えられる企業であり続けます。

コミュニ

ケーション
情報開示

SDGs達成に向けた自社の取組みを積極
的に公表していきます。
 自社の取組みをホームページ等のSNSを

活用し公開します。
 七十七銀行SDGs支援サービスを活用し、

自社の取組みを見える化します。
 強みを伸ばし、弱みを改善できるよう組

織体制を強化します。

当社はSDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた取組を下記のとおり宣言します。

SDGs宣言書

2024年10月10日

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持続可能な開発のために国連が定めた国際目標です。2030年までに
世界において解決すべき17のゴールを定めています。SDGsは、2030年の未来の「あるべき姿」もしくは私たちが直面している社会課題が、
分かりやすく・バランス良く「見える化」されたものであり、企業がその経営や未来の姿を検討する際に役立つツールと言えます。
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取組
カテゴリ

SDGs達成に向けた
重点的な取組テーマ

取組の内容
関連が強い

SDGsゴール

人権・労働

差別・ハラスメントの禁止
労働環境の整備

ダイバーシティ経営

人材育成

健康経営

社員一人一人が成長を実感し、活躍できる労
働環境を整備しています。
 社内規則が充実し、ハラスメント防止・メンタ

ルヘルスのための相談体制が整備されています。
適切な労働時間管理も徹底し、安心して働ける
安全な職場環境を整えています。

 育児介護休暇等、社員一人一人が柔軟な働き方
を可能としています。

 作業員に必要な知識、スキル取得に伴う資格や
研修等にかかる費用は全額弊社補助としており、
スキルアップや資格取得に挑戦しやすい環境を
整えています。

環境

廃棄物・有害物質の削減

３Ｒの推進

廃棄物の適切な管理や、資源利用の削減、再
利用の促進を行っています。
 廃棄物処理法に基づき、事業系一般廃棄物と産

業廃棄物（金属くず、廃油等）について分別管
理を徹底しています。

 通常は廃棄となる端材などの再利用を心掛けて
おり、廃棄物削減に努めています。

社会貢献・

地域貢献

社会への影響の配慮

地域資源の積極的利用

持続可能な地域づくり

自社事業を通じた社会に貢献する活動や地域
の次世代を担う人材育成を実施しています
 燃料や電線などの調達先は地元の業者を使うよ

うに意識しており、地域事業者の活性化に貢献
しています。

 地域行事やボランティア活動へ積極的に参加す
ることで、地域の活性化に貢献しております。

 地元高校生の職業体験の場として提供しており、
次世代を担う人材育成に努めています。

コミュニ

ケーション
パートナーとの連携強化

自治体・金融機関・企業と連携し、地域社会
との共生に取り組んでいます。
 インターンシップや社会学習支援の受け入れを

通して、次世代を担う若者の成長の場を提供し
ています。

当社は七十七銀行のSDGs診断により、「ゴールドSDGs」のランクを取得しました。

当社はSDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた取組を下記のとおり宣言します。

SDGs宣言書

有限会社中村電気工事
2024年10月10日

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持続可能な開発のために国連が定めた国際目標です。2030年までに
世界において解決すべき17のゴールを定めています。SDGsは、2030年の未来の「あるべき姿」もしくは私たちが直面している社会課題が、
分かりやすく・バランス良く「見える化」されたものであり、企業がその経営や未来の姿を検討する際に役立つツールと言えます。
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